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I　はじめに
こちらから段組みとなります。書式にご注意ください。本文は9ポイントとし，英数文字はTimes New Roman，それ以外の文字はMS明朝となっております。太字の指定など，こちらのテンプレート例を参照してください。以下，文字数確認の数字が並んでいるところもありますが，もちろんこちらの数字は削除して原稿をお書きください。出来上がりの原稿につきましては，電子ファイル容量として5 MBを超えないように作成していただけるよう，お願いします。
2022年度から，本文，図表中を含めて英数文字はすべて半角表記とするように変更しました。ご注意ください。また，英数文字の単位（m，l，kgなど）の前は半角スペースを挿入してください（図–1の注記参照）。
　文献の引用については，文献番号による引用とする（例えば(2)や(1, 6, 10)のように記載する。文献番号は，半角の両括弧で括ること。ただし，文章の冒頭で文献を引用するような場合に限り，「鈴木・佐藤(5)によると，」のように記載する。ウェブ登載の記事については、参照した日付あるいは閲覧した日付を記述する。
　学術論文では，年号は基本的に西暦で表記します。やむを得ない場合，昭和や平成などの元号を使用することもありますが，できる限り，西暦で表記してください。
　原稿のページ数は論文の場合は4ページ，速報については2ページ以内となっています。編集委員会が認めた場合は最大2ページまで超過することができることになっていますが，超過ページを認めるのは依頼原稿等の場合を想定しています。ご理解のほどよろしくお願いします。

II　材料と方法
1．調査地　項目立てにもご注意ください。こちらの例のようになります。
2．調査項目　図表のキャプションなどは次ページの例を参考にしてください（図–1；表–1）。写真などの引用でファイルの容量が増大している原稿を見かけます。出来上がりの大きさを考慮して，写真や図の解像度を調整して本文に貼り付けていただけるようお願いします。
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Fig.1 Plots A (elevation: 900–950 m) and B (elevation, 950–1000 m), 2.26 ha each, established on Mt. Shibi
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III　結果と考察
　上記に示したように，図表は段落の中に組み込んでいただけると見やすいかと思います。論文の場合は英文でのキャプションも必要です。上記の例にならって，キャプションの作成をお願いします。キャンプションにつきましては，図については図の下にキャプション，表については表の上にキャプション，となります（図–1；表–1）。最近の関東森林研究を参考にしていただけるとよいかと思います。
　最終ページに謝辞の欄と引用文献リストがあります。こちらのページもご参照ください。なお，ページ番号の最初と最後は半角ダッシュ（en dash）で結んでください。半角ダッシュは，テンキーがある場合は「Ctrl」+「-」で入力できます。テンキーが無い場合は，当該箇所に2013と入力して，2013を選択して「Alt」+「ｘ」で変換することで入力できます。
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表–1.　調査地の概要
Table 1 Outline of study plots
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